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交通政策基本法成立 
コンパクトシティーとＬＲＴ 

■交通政策基本法成立 
 長年の懸案であった交通基本法が、１１／２７つい

に「交通政策基本法」として成立した。一昨年は審議

入りしたものの東日本大震災で審議入りできず、昨年

は衆議院審議中に解散で廃案。２００３年に当時の民

主党などが提出して２度廃案になるなど、国会でも１

０年来の課題だったが、我々ＲＡＣＤＡとしてもＬＲ

Ｔを中心とした公共交通拡充のために必要と、１９９

７年より取り組んできた課題であった。この間、２０

００年頃からの交通部門の規制緩和の中で、全国でバ

ス会社が３０社も倒産し、地方鉄道の廃止も相次ぐ流

れを断ち切れず、地方の中山間地域の公共交通崩壊や

都市においても買物難民の問題がクローズアップさ

れるようになってきた。 

 昨年末の井笠バスの突然の倒産と、全路線の廃止の

危機は、緊急措置によって回避されたものの、もはや

交通基本法による理念の提示、地方公共交通維持財源

の確保、地方自治体の主体的取組をやらないと問題解

決できないことは明らかとなった。 

 実は１９９７年にＲＡＣＤＡがフランス・ストラス

ブール市のＬＲＴを視察した時、当時の副市長は 

 １．交通基本法の制定 

 ２．交通税の創設 

 ３．地方分権の徹底 

の３つの国家的公共交通維持の意思表示があって、初

めてＬＲＴの建設が可能になったと言ったのである。

これ以後我々は、この３つの条件を整えるべく、全国

に１００団体の仲間をつくり、国会にはＬＲＴ推進議

連設立を呼び掛け、２００９年からは本格的に議連と

交通基本法制定に努力してきた。そういう意味ではよ

うやく運動の成果が出て、地方公共交通再生のスター

トラインに立ったといえよう。 

 今回の「交通政策基本法」では、交通権の明示はで

きなかったものの、ほとんどの政党の賛成で成立し、

付帯決議では地方公共交通の人材確保、成長戦略とし

ての位置づけなど充実した内容となった。 

 今後の課題は 

 １．地方公共団体の主体的取組 

 ２．財源の確保 

 ３．各地での交通連合の結成 

等であり、そのために 

４．各県市レべルの交通基本条例の制定 

５．交通調整機関ＴＭＡの設立 

等も必要になってくる。ＲＡＣＤＡとしては市民団体

として、まずは市民に広く意見を聞き、それを政策や

事業者の対応に生かすために、 

６．「出前公聴会」「交通井戸端会議」 

で、ＴＭＡ設立への道筋をつけていきたいと思う。 



■コンパクトシティー 
 ところで１１月岡山市議会では大森新市長の登場

で、その公約の一番に上がっていた「市民の笑顔があ

ふれるセントラルシティー・エリアと人にやさしい都

市交通網を築きます」が多く取り上げられている。 

 来年秋のイオンモール岡山駅前開業を目前にして、

表町地区の活性化議論、イオン進出で見込まれる交通

渋滞問題、年間２０００万人の来客をいかに岡山都心

を回遊してもらうか等について、白熱した議論が展開

され、ここで頻繁に「コンパクトシティー」という言

葉が登場している。 

 少子高齢化だけでなく、日本社会はいよいよ人口減

少問題に直面している。これまでの都市政策では過度

な自動車依存社会になり、都市の拡散分散化が進んで

きた。人口減少下では広い市街化区域に平等に下水

道・道路・病院・公共施設などのインフラ整備をする

ことは困難になってきている。 

また人口減少は税収減少をも招き、一方の高齢化は

介護費用・医療費の増大を招く。こうした対策として

都市を駅など公共交通拠点を核としてコンパクトに

再構成する必要が出てきた。高齢者は自動車が運転で

きなくなれば、すぐに交通難民・買物難民・介護難民

になる恐れがある。社会全体として公共交通を再整備

して、元気なお年寄りが楽しい町に一人で出られる環

境をつくることが急務となっている。「コンパクトシ

ティー」は時代の要請であり、そのためには電車バス

など公共交通の拡充と、都心では歩ける空間・車椅子

でどこでも行ける空間の整備が重要になってくる。 

ところで大森市長は国土交通省道路局出身であり、

コンパクトシティーという政策については１０年以

上関わってきている。道路財源による都市街路空間整

備の「まちづくり交付金」制度新設や、路面電車整備

推進のための制度設計に携わってきたコンパクトシ

ティーの専門家である。１１月議会では自身の経験か

らの独自の都市感を、自らの言葉で語ることが多かっ

た。また行政官として２００６年の富山ライトレール

開業をシンボルとする富山市のコンパクトシティー

への取り組みを見てきている。 

 

■県庁通り・西川の社会実験 

「トランジットモール」とは 
 今議会の代表質問では、都心回遊性の拡充のために、

県庁通りに賑わいをつくる社会実験を行うことが市

長答弁として出てきた、さらに最近毎週のように各種

イベントが、岡山市も関わる形で市民中心に開催され

ている西川緑道公園についても、同様の社会実験を行

うと表明された。 

 この社会実験とは１９９８年から９９年にかけて

開催された「西川トランジットモール」実験や「県庁

通りトランジットモール」実験などの実施を意味する。

「トランジットモール」とは欧米では数百か所で常態

化している路面電車・ＬＲＴやバスと歩行者専用空間

のことで、そこでは路上には当たり前のようにオープ

ンカフェがあり、大道芸人が人々を楽しませ、郊外か

らの低床路面電車がゆっくり走る空間のことだ。 

 日本のトランジットモールの試みは、実は岡山が最

初であり、その後バス・トランジットモール実験が浜

松などで実施された。本格的には沖縄の那覇市・国際

通りでは毎週日曜日の午後に限定して、バスだけが通

る「トランジットマイル」を実現しており、また姫路

市では姫路駅から姫路城に向かう道路の一部をトラ



ンジットモール的空間に改造する工事が始まってい

る。 

 イオン進出に対応して、 

１．岡山駅周辺にはなるべく公共交通で来てもらう 

２．郊外の駅や主要バス停にはＰ＆Ｒ駐車場を整備 

３．電車バスの割引乗車制度 

４．イオン・表町の県庁通りの魅力づくり 

５．イオン・表町の中間の西川筋の魅力づくり 

６．県庁通り・西川のトランジットモール化 

７．表町地区へのコンベンション機能付加 

８．後楽園・岡山城の一体運用による回遊性確保 

９．路面電車の駅前乗入れ 

10．レンタサイクルの更なる拡充 

など、様々なまちづくり、商業集積強化、

コンベンション機能の強化、イベントの

強化、観光客誘致の強化などが必要にな

ってくる。そしてそれぞれの政策が「住

みやすい岡山」につながっていく必要が

ある。 

 

■ＬＲＴ計画の本格化 
こうした中で以前から課題であった

岡山駅から８方面に延びるＪＲ線と路

面電車と相互乗り入れによる「ＬＲＴ化」

の実現が具体化しようとしている。市議会でも市長は

「ＬＲＴは重要な課題」と答弁している。 

岡山商工会議所の「人と緑の都心１ｋｍスクエアー」

構想と「路面電車環状化」を実現するための市民グル

ープとして発足したＲＡＣＤＡでも、昨年政策集とし

て「クリーンモバイル都市・岡山をめざして」を発行

したが、その中では吉備線ＬＲＴ化の実現を契機とし

て、岡山県南のＪＲ線・路面電車２１９ｋｍを一体運

用し、バス・自転車・徒歩・自動車交通の適正配分に

よって、住む人にも観光客やコンベンション参加者に

も便利な都市交通の構築を提案している。ＬＲＴが直

接結ぶのは都市、病院、大学、コンベンション、観光



地など人の集まるところだが、都市がきちんとした数

値目標を持って責任ある交通計画を策定していくこ

とが重要だ。 

 

■路面電車駅前広場乗入れ 
 市議会で市長は、路面電車駅前乗入れについて、「状

況が変わった。岡山駅への乗り入れは、、今、検討に

値する問題」と答弁した。岡山駅前広場乗入れについ

ては１９９７年以来議論されてきた問題で、バス方面

別の調整がようやく決着がついたばかりだが、工事期

間も短く費用も最少で大きな効果がある施策だ。比較

的容易な駅前乗入れは、、提案時には全国

的に先進的であったのに、その後、豊橋、

広島横川、高知、鹿児島、熊本、高岡で

実現し、全国の路面電車のある都市では

後発組となってしまった。都心の回遊性

確保には、バスではなく、旅行客にもわ

かるシンボリックなレールが駅前広場に

入っている必要がある。これは世界の常

識だ。パリでも最近は郊外を結ぶ環状Ｌ

ＲＴの整備が進み、７路線となるが、多

くは駅に結節している。世界では国鉄線

のホームの上や地下に乗入れている例も

多い。 

 岡山駅の場合、新幹線から降りて路面

電車乗り場までは３００ｍ以上あり、駅

から直接見えず、地上では横断歩道を二

回渡らないといけないし、地下道もわかりにくく電停

に上がるにはエレベーターもない。しかしＲＡＣＤＡ

調査によれば、休日の岡山駅乗車客の４０％以上が岡

山市郊外の駅から乗って、路面電車に乗り換えて都心

に行く客である。すなわち既に都心の回遊に路面電車

は多く使われていることが分かる。従って回遊性向上

には大きな効果があることは十分に予想される。 

 駅前広場の乗入位置については、コストが数倍かか

る地下や高架でなく地上が望ましく、新幹線コンコー

スの２階から小型のペデストリアンデッキを電停ま

で掛けて、エスカレーターで直接バス停や電停に降り

られるようにするのが望ましい。コストにも響く、地

下街への影響の最小限化や工期の短縮には広場南端

がよく、また吉備線ＬＲＴ後の路面電車との接続にも

好都合である。ゆくゆくはこの路線をドイツのカール

スルーエのように、周辺都市、たとえば総社だけでな

く倉敷・玉野・西大寺・宇野からのＬＲＴ車両、たと

えばＭＯＭＯのような低床型車両が、直接表町に乗入

れるようになるだろう。（会長・岡將男） 

（注記・新聞記事はすべて山陽新聞朝刊より転載） 


